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４ 剰余金計算書 
 

（１） 利益剰余金 

前年度の未処分利益剰余金12億3,700万円については、資本金に5億5,851万円組み入れ、減債積

立金に5億3,231万円を、建設改良積立金に2,508万円をそれぞれ積み立て、残額の1億2,110万円を

繰越利益剰余金としている。 

なお、繰越利益剰余金に当年度純利益の4億3,570万円とその他未処分利益剰余金変動額5億3,231

万円を加えた当年度未処分利益剰余金は10億8,911万円となっている。 

これにより、当年度の利益剰余金は11億6,905万円となり、前年度と比較して1億2,281万円減少

している。 

 
（２） 資本剰余金  

当年度の資本剰余金は67億6,294万円で、前年度と同額となっている。 

 

５ 剰余金処分計算書 
 

剰余金の処分については、当年度未処分利益剰余金10億8,911 万円の内、5億3,231 万円を資本金

に組み入れ、減債積立金に3億3,628万円を、建設改良積立金に2,714万円をそれぞれ積み立て、その

残額1億9,338万円を繰越利益剰余金として繰り越すこととしている。 

 

６ 財政状態（貸借対照表） 
 

（１） 資 産 

資産の総額は907億4,993万円で、前年度と比較して15億4,234万円減少している。 

これは、減価償却により有形固定資産が16億7,387万円減少したことなどによる。 

なお、資産の内訳は、固定資産880億8,754万円、流動資産26億6,239万円となっている。 

 
（２） 負 債 

負債の総額は745億2,483万円で、前年度と比較して19億7,804万円減少している。 

これは、企業債の減少により固定負債が2億9,022万円減少したことや、繰延収益が15億1,311万

円減少したなどことによる。 

なお、負債の内訳は、固定負債122億5,148万円、流動負債11億9,319万円、繰延収益610億8,016

万円となっている。 

 
（３） 資 本 

資本の総額は162億2,510万円で、前年度と比較して4億3,570万円増加している。 

なお、資本の内訳は、資本金82億9,310万円、剰余金79億3,200万円となっている。 

 

 

 




















